
　

津つ

は覇
実さ

ね
た
か貴
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
本
格
的
に
始
め

た
の
は
、
沖
縄
県
の
Ａ
Ｌ
の
研
究
指
定
校
に
な
っ
た
沖

縄
県
立
八や

え重
山や

ま

高
校
に
２
０
１
７
年
度
に
赴
任
し
て
か

ら
だ
。
専
門
家
に
よ
る
研
修
会
へ
の
参
加
や
先
輩
教
師

の
授
業
参
観
な
ど
を
通
し
て
知
見
を
深
め
る
中
で
、
津

沖縄県立八重山高校
◎県立の八重山中学校と八重山高等女学校を
前身として開校した。八重山地区唯一の普通
科高校。「師弟同行」を校是に、「学徳・進取・
雄飛」を校訓として、「真の文武両道」「１ラン
ク上の進路実現」をキーワードに教育活動を
展開している。
◎設立　1942（昭和17）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 240人
◎２０１7年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、琉球大19人、名桜大1人、県
外国公立大 15人が合格。私立大は、延べ
114人が合格。大学校短期大学校1人。専修
学校・各種学校 53人。就職 9人。
◎URL http://www.yaeyama-h.open.ed.jp/

沖縄県立八
や え

重山
やま

高校
津覇実貴　つは・さねたか　

教職歴５年。同校に赴任して２年目。
国語科担当。１学年担任。
２０１7年度から本格的にアクティブ・ラーニングに取り組む。

14:45 グループ活動 授業
ハイライト

２０１7年度から本格的にアクティブ・ラーニングに取り組む。

生
徒
自
作
の
ク
イ
ズ
を
解
き
合
う
活
動
で

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
、

主
体
的
な
学
習
行
動
を
促
す

４～5人のグループになり、自分が前時に作ったクイズを
１人３問ずつ付箋

せん

に記入して提示。それらを見比べ、難易
度や各自の関心などに配慮しながら、自分たちのグループ
を代表するクイズを１問に絞り込んでいった。クイズの内
容は、漢文に関するものなら何でもよいが、誰も答えられ
ないものにはしないよう、事前に津

つ は

覇先生が伝えておいた。

●
１
年
生
「
国
語
総
合
」
の
漢
文
で
、『
十
八
史
略
』
の
「
完
璧
」

を
学
ぶ
全
５
時
間
の
う
ち
の
5
時
間
目
。
前
時
に
生
徒
個
々

で
作
成
し
た
漢
文
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
て
各
グ
ル
ー
プ
１
問
に
絞
り
、
そ
れ
を
ほ
か
の
グ
ル
ー

プ
と
出
し
合
っ
た
。（
Ｐ． 

35
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

国語

実践

楽
し
さ
と
基
礎
・
基
本
の
定
着
を

両
立
す
る
Ａ
Ｌ
を
目
指
す

津
覇
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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覇
先
生
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
英
語
の
授
業
で
行
わ

れ
た
、
ク
イ
ズ
形
式
で
単
語
や
文
法
を
学
ば
せ
る
指
導

だ
っ
た
。

　
「
私
が
初
任
の
頃
か
ら
目
指
し
て
い
た
の
は
、
生
徒
が

楽
し
み
な
が
ら
学
力
を
高
め
て
い
く
授
業
で
す
。
ゲ
ー

ム
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
理
想
に
近

づ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
、
漢
字

や
語
句
、
古
文
の
単
語
や
文
法
、
漢
文
の
句
法
な
ど
も
、

ク
イ
ズ
形
式
に
す
る
と
、
生
徒
は
楽
し
ん
で
学
習
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

提
示
す
る
資
料
も
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
つ
よ

う
な
も
の
を
選
ぶ
。
例
え
ば
、
津
覇
先
生
が
17
年
度
に

行
っ
た
公
開
授
業
で
は
、『
土
佐
日
記
』
が
女
性
に
仮
託

し
て
書
か
れ
た
理
由
を
考
え
さ
せ
た
。
ク
イ
ズ
形
式
や

ジ
グ
ソ
ー
法
を
取
り
入
れ
た
活
動
の
中
で
、
津
覇
先
生

は
、平
安
時
代
の
男
女
の
日
記
と
、現
代
の
男
女
の
メ
ー

ル
を
比
較
さ
せ
た
。
す
る
と
生
徒
は
、
男
性
が
情
報
を

伝
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
女
性
は
感
情
を

伝
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の

特
徴
が
、
時
代
を
超
え
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き

な
が
ら
、
活
発
に
討
論
を
繰
り
広
げ
た
と
い
う
。

　

今
回
取
材
し
た
授
業
は
、
漢
文
の
『
十
八
史
略
』
に

あ
る
、「
完
璧
」
の
語
源
と
な
っ
た
故
事
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
単
元
だ
っ
た
。
単
元
計
画
通
り
に
、
１
〜
３
時

間
目
は
基
本
的
な
句
法
や
語
句
の
意
味
を
、
津
覇
先
生

が
講
義
形
式
で
解
説
し
た
上
で
、
ペ
ア
で
本
文
の
書
き

下
し
文
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
で
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。

４
時
間
目
は
学
習
し
た
単
元
や
テ
ー
マ
に
関
す
る
ク
イ

ズ
を
生
徒
個
々
で
作
り
、
５
時
間
目
の
本
時
で
は
、
作

成
し
た
ク
イ
ズ
を
用
い
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

津
覇
先
生
は
、
同
じ
内
容
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
、

学
力
層
に
応
じ
て
声
か
け
の
内
容
を
変
え
て
い
る
。
上

位
層
の
ク
ラ
ス
で
は
、
授
業
の
最
後
に
解
説
を
行
う
と

伝
え
た
上
で
、
ほ
ぼ
ノ
ー
ヒ
ン
ト
で
現
代
語
訳
を
行
わ

せ
る
。
一
方
、
下
位
層
の
ク
ラ
ス
で
は
、
随
時
ヒ
ン
ト

を
出
し
な
が
ら
１
行
ず
つ
現
代
語
訳
を
さ
せ
、
完
訳
に

近
づ
け
て
い
く
。

　

津
覇
先
生
が
今
回
の
単
元
で
特
に
学
び
を
深
め
る
時

間
と
し
て
設
定
し
た
の
が
、
４
時
間
目
の
ク
イ
ズ
作
り

だ
。
以
前
は
、
先
生
が
作
問
し
、
生
徒
に
答
え
さ
せ
て

い
た
が
、
生
徒
に
ク
イ
ズ
を
作
ら
せ
る
こ
と
で
、
前
時

ま
で
の
学
習
内
容
の
復
習
の
機
会
と
な
り
、
周
辺
知
識

へ
の
興
味・関
心
も
広
が
る
と
考
え
、現
在
の
形
に
し
た
。

　

ク
イ
ズ
は
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
持
っ
た
事
柄
に

つ
い
て
自
由
に
作
ら
せ
る
。
た
だ
、
内
容
が
広
が
り
す

ぎ
な
い
よ
う
、
使
用
す
る
資
料
は
国
語
の
教
科
書
と
参

考
書
、
そ
し
て
今
回
は
世
界
史
の
教
科
書
と
し
た
。
世

界
史
の
授
業
で
『
十
八
史
略
』
と
同
時
代
の
中
国
史
を

学
習
し
て
い
た
た
め
、
ク
イ
ズ
の
範
囲
に
加
え
た
の
だ
。

　
「
ク
イ
ズ
作
り
を
通
し
て
、
幅
広
い
知
識
が
自
然
と

身
に
つ
き
ま
す
。
国
語
が
苦
手
な
生
徒
が
得
意
な
生
徒

よ
り
早
く
答
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」

15:05 15:00クイズの発表② クイズの発表①

今回のクイズ作りでは、他教科との相乗効果をねらって、同
時代の中国史からもクイズを作ってよいことにした。すると、
『十八史略』が南宋時代に成立したことを踏まえて、「元朝を
興して南宋を滅ぼした人物は誰？」、「『完璧』の故事が生まれ
た戦国時代の趙に隣接する国を２つ以上挙げると？」など、
世界史に関連したクイズが複数のグループから出された。

グループの代表者がクイズを出題したら、ほかのグループは教
科書や参考書を見ずに、グループ内で相談して、１分以内に
ホワイトボードに解答を書いて提示し出題者は各グループの
解答をチェックするという活動を、全グループのクイズが出題
されるまで行った。第１問は「『完璧』の主人公の名前を漢字
で書くと？」。全グループが正解し、教室中に拍手が起こった。

ク
イ
ズ
作
り
で
学
習
内
容
を
振
り
返
り
、

周
辺
知
識
に
も
興
味
・
関
心
を
広
げ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

 December  201833

Q8-599-000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 32頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/22
南部

念
校
12/04
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-Q8-599-000 2018 年度　VIEW21高校版 12月号 33頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/22
南部

念
校
12/04
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P32-35_view21koukou-12g.indd   33 2018/12/04   14:52



　

授
業
で
は
、
学
習
内
容
の
定
着
や
メ
タ
認
知
能
力
の

向
上
を
促
す
た
め
、
国
語
科
共
通
の
「
自
己
評
価
用
紙
」

を
単
元
ご
と
に
記
入
さ
せ
る
。
生
徒
は
、
単
元
の
最
初

の
授
業
で
本
文
を
読
ん
だ
後
、第
一
印
象
（
感
想・疑
問
、

作
者
・
作
品
の
知
識
、
授
業
へ
の
期
待
）
を
書
い
て
自

身
の
理
解
度
を
確
認
。
単
元
終
了
後
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
見
な
が
ら
、「
働
き
か
け
る
力
」「
状
況
を
把
握
す
る

力
」「
課
題
を
発
見
す
る
力
」
を
各
３
段
階
で
自
己
評

価
し
、
学
習
成
果
と
課
題
・
質
問
を
自
由
に
書
い
て
提

出
す
る
。「
ど
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
れ
ば
よ
い
か
が

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
分
か
る
だ
け
で
な
く
、
振
り
返
り
を

通
じ
て
学
力
の
伸
び
が
実
感
で
き
る
」
と
い
っ
た
生
徒

の
声
も
あ
り
、
授
業
の
羅
針
盤
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

津
覇
先
生
が
理
想
と
す
る
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お

け
る
１
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
３
人
だ
。
ペ
ア
ワ
ー
ク
は
、

音
読
な
ど
、
目
的
が
明
確
な
活
動
で
は
効
果
的
だ
が
、

自
由
討
論
で
は
ペ
ア
を
組
む
相
手
と
の
相
性
に
よ
っ
て

議
論
が
活
性
化
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
４
人
以

上
で
は
控
え
め
な
生
徒
の
発
言
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
今
回
の
授
業
で
は
、
ク
ラ
ス
の
人
数
や
教
室
の
広

さ
を
考
慮
し
て
１
グ
ル
ー
プ
４
〜
５
人
と
し
た
が
、
中
・

下
位
層
の
ク
ラ
ス
で
は
３
人
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、以
前
は
、発
表
者
や
書
記
と
い
っ
た
グ
ル
ー

プ
内
の
役
割
を
輪
番
制
と
し
て
い
た
が
、
今
は
そ
の
都

度
、
生
徒
た
ち
に
決
め
さ
せ
、
主
体
性
や
協
働
性
を
育

ん
で
い
る
。

　

間
違
い
を
許
容
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
努
め
て
い

る
。
入
学
時
か
ら
「
発
表
す
る
こ
と
自
体
が
大
切
。
間

違
い
を
恐
れ
な
い
で
」
と
繰
り
返
し
呼
び
か
け
、
生
徒

が
間
違
え
て
も
「
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
も
い
る

と
思
う
。
み
ん
な
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
よ
」
と
声
を

か
け
る
。
成
績
が
よ
い
生
徒
ほ
ど
間
違
い
を
恐
れ
る
傾

向
が
あ
る
が
、
間
違
い
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
雰
囲

気
を
つ
く
る
こ
と
で
、
生
徒
に
安
心
感
が
芽
生
え
、
話

し
合
い
が
活
性
化
す
る
の
だ
。

　

Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
始
め
て
か
ら
、

生
徒
が
主
体
的
に
学
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
次
の
授

業
で
ク
イ
ズ
を
や
り
ま
す
」
と
伝
え
る
と
、
津
覇
先
生

が
指
示
を
し
な
く
て
も
、
教
科
書
や
参
考
書
を
使
っ
て

ク
イ
ズ
作
り
を
自
ら
進
ん
で
行
う
と
言
う
。

　
「
小
テ
ス
ト
を
課
し
て
も
勉
強
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
外
発
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
で
す
。同
じ
学
習

内
容
で
も
、ク
イ
ズ
形
式
に
す
る
こ
と
で
、生
徒
は
や
ら

さ
れ
感
を
抱
く
こ
と
な
く
、
意
欲
的
に
取
り
組
み
ま
す
」

　

ク
イ
ズ
を
行
う
授
業
の
前
に
は
、
生
徒
た
ち
は
「
ど

ん
な
問
題
を
作
っ
た
？
」
な
ど
と
楽
し
そ
う
に
話
し
な

が
ら
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
ク
イ
ズ
を
出
し
合
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
授
業
終
了
後
に
は
、
ク
イ
ズ
の
内
容
に

15:28

津覇先生が10分間で重要句法や語句の意味を解説し、クイズ
を出題する活動では触れられなかった知識を補った。今回の
授業では行われなかったが、毎回単元の最後に自己評価用紙
を記入し、自身の成長を省察する時間も設けている。授業後、
教室を清掃しながら「どんなクイズを作った？」と話す生徒
の姿が見られ、漢文への関心が喚起された様子がうかがえた。

15:20

クイズ形式の授業は、ゲーム性を持たせて生徒の関心を喚起
するとともに、既習事項を振り返るために行った。あるグルー
プは穴埋めクイズを提示。津覇先生は「以前の授業で学習し
た内容だね」と、生徒がその内容を思い出せるよう声をかけた。
「『待命於秦』の置き字『於』の役割は？」のように、１学期に
学んだ置き字と本単元の内容を関連づけたクイズも出された。

解説 クイズの発表③

間
違
い
を
許
容
す
る
雰
囲
気
が

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
性
化

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に

自
学
自
習
に
励
む
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題
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つ
い
て
話
を
続
け
る
生
徒
も
多
い
と
言
う
。
い
ず
れ
も

Ａ
Ｌ
導
入
前
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
景
だ
。

ま
た
、
実
力
テ
ス
ト
で
は
古
文
の
成
績
が
向
上
し
て
い

る
な
ど
、
学
力
面
の
成
果
も
表
れ
始
め
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
活
動
を
さ
ら
に
増
や
す
こ

と
だ
と
、
津
覇
先
生
は
語
る
。

　
「
基
礎
・
基
本
の
内
容
に
つ
い
て
は
私
が
解
説
し
て
い

ま
す
が
、
自
分
が
話
し
過
ぎ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
理

想
は
、
今
以
上
に
生
徒
の
活
動
を
増
や
し
、
深
い
思
考

と
知
識
の
定
着
を
両
立
さ
せ
る
授
業
で
す
。
単
元
計
画

を
一
層
綿
密
に
組
み
立
て
、
良
質
の
資
料
を
用
意
す
る

な
ど
、
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

玉た
ま
し
ろ城

莉り

里さ
と

さ
ん
　
ク
イ
ズ
を
作
る
た
め

に
、
教
科
書
や
参
考
書
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
調
べ
ま
す
。
語
句
の
意
味
や
故
事
成

語
の
由
来
な
ど
の
周
辺
知
識
も
自
然
に
頭
に
入
っ
て
く

る
の
で
、
ク
イ
ズ
作
り
を
通
し
て
興
味
・
関
心
の
幅
が

広
が
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
楽
し
み
で
、
ク

イ
ズ
の
授
業
の
時
は
前
向
き
に
自
習
に
取
り
組
む
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。

大
城
千ち

空そ
ら

さ
ん
　
入
学
当
初
は
間
違
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
緊
張
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
な
か
な
か
発
言
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
間
違
っ
て
も
い
い
よ
」
と
い
う
津

覇
先
生
の
励
ま
し
を
受
け
る
中
で
、
自
信
を
持
っ
て
発

言
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
ク
ラ
ス
全
体
の
発
表
の
場
で
も
積
極
的
に
発
言

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

単元の指導計画

【教科・科目】国語総合 　【分野・単元】漢文　【テーマ・作品】『十八史略』「完璧」　【設定時数】全５時間の中の５時間目　
【単元目標】 １．訓読のきまりに注意し、書き下し及び現代語訳ができるようになる。２．文章全体の内容を把握し、故事成語の由来を理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

• 重 要 句 法、 訓
読のきまり、単
語の確認

•本文の書き下し

• 句法（受身・使役）・単語の
意味を理解する。

• 既習の知識を活用し、本文を
書き下す。

【知識、協働性】

①本単元の目標の確認。
②『十八史略』及び当時の中国につ

いて確認する。
③句法（受身・使役）、及び語句の

確認。
④ペアで協力して、本文を書き下し

文にする。

【対話的な学び】
• 本文の書き下しは、ペアで協力して完成させる。

既習の知識で可能な学習のため、教師からの働
きかけは極力控える。

•ワークシート、
　行動の観察

2

• 書き下し、訓読
の確認

• 本 文 前半 部 分
の現代語訳

• 訓読に必要な知識の定着。
• 訓読のきまりや文 脈に注意

し、現代語訳ができるように
なる。

【知識、思考力、協働性】

①前時に行った書き下し文を確認。
②書き下し文を音読し、読みを確認

する。
③グループで協力して、前半部分を

現代語訳する。

【対話的な学び】
• 間違っていてもよいので、グループで協力して現

代語訳に挑ませる。
• 進捗状況が思わしくないグループには、教師が介

入しヒントを与える。

•ワークシート、
　行動の観察

3
• 本 文 後 半 部 分

の現代語訳
• 内容の確認

• 訓読のきまりや文 脈に注意
し、現代語訳ができるように
なる。

•「完璧」の内容及び故事成語
の由来を理解する。

【知識、思考力、協働性】

①グループで協力して、後半部分を
現代語訳する。

②現代語訳を発表し、現代語訳及
び文章全体の内容を確認する。

【対話的な学び】
• 間違っていてもよいので、グループで協力して現

代語訳に挑ませる。
• 進捗状況が思わしくないグループには、教師が介

入しヒントを与える。

【深い学び】
•本時までの学習内容を振り返り、学習の深化を図

る土台を固めさせる。

•ワークシート、
　行動の観察

4 •「完璧」に関す
るクイズの作成

• 主体的にクイズを作成し、前
時までの学習内容の活用及
び深化を図ろうとする。

【知識、思考力、判断力、主体性】

①前時までの学習を振り返る。
②本単元に関するクイズを個人で考

え、付箋紙に記入する。

【主体的な学び】
• 前時までの学習内容の確認を生徒自身で行わせ

る。
• 前時までの学習内容で生じた疑問や気になる点、

興味を持った点などを中心に、書籍やインターネッ
トを活用して答えを導かせる。

【深い学び】
• 教科書に記載されている内容のみにとらわれず、

自身が興味・関心を持った事柄について自由に学
習させる。ただし、クイズの内容が拡大しすぎて
いないか、クイズの内容の妥当性についても吟味
するように指示する。

• 行動の観察

５
•「完璧」に関す

るクイズ
•まとめ

•グループで協力して、積極的
にクイズに参加することがで
きる。

• 訓読のきまりや語句の意味、
故事成語の由来を理解する。

【知識、表現力、主体性、協働性】

①前時に作成したクイズをグループ
で共有し、クイズの選定を行う。

②１グループずつクイズを出し、ほ
かのグループはその答えを話し合
う。

③本単元の振り返り及び自己評価
を行う。

【主体的な学び】
• 積極的にクイズに参加できるよう、ゲーム性を持

たせた展開とする。

【対話的な学び】
• 前時に個別に学習した内容を共有するツールとし

て付箋紙を使用。作成したクイズを付箋紙に記入
させ、グループで共有・整理させる。

【深い学び】
•グループ内でのクイズの共有や、クイズを通して、

学習内容の深化を図る。
•自己評価用紙の記入を通し、本単元学習において

の自己の学習を振り返らせる。

•自己評価用紙、
　作問（付箋紙）、
　行動の観察

＊津覇先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。
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